































 第 2 部・本論では、（1）の研究課題を（2）および（3）の視座から考察し、研究課
題の解決を試みた。第 3 部・補論では、本論の補足ではあるが、同一語句のくり返し
と他の言語要素とを関連づけ、その相互関係について考察した。第 4 部・結論では、





    a. 文章のまとまりごとにおおよそ 15％から 30％の割合で名詞のくり返しを
行う。 







    a. 論の帰結（結論やまとめ）の文脈でくり返しが集中的に用いられる。  
        b. 対比の文脈でくり返しが集中的に用いられる。 
 （5）から、同一語句のくり返しが用いられる代表的な場面を明らかにできた。 
（6）文章展開に伴う同一語句のくり返しと新たな見出し語の増減（4 段階） 
     a. 話題の開始時（第 1 段階）では、新たな見出し語は増加し、同一語句のく
り返しは減少する。 
    b. 話題の前半部（第 2 段階）では、新たな見出し語は増加を続け、同一語句
のくり返しは増加に転じる。 
        c. 話題の後半部（第 3 段階）では、新たな見出し語は増加を続け、同一語句
のくり返しは減少に転じる。 





    読み手を意識して対他性を帯びる文脈： 
     a. 読み手に何らかの行動を促し影響を及ぼうそうとする意識を持つ場合。 




 第 2 部が本論文における考察の軸となる研究であるのに対し、第 3 部は同一語句の
くり返しと関わる周辺領域を研究対象として取り込み、それらと同一語句のくり返し
との関係からどのようなことが言えるかを検討する部分である。  
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論  文  名 文章中で用いられる同一語句のくり返しの定量的研究 
 本論文は、電子化コーパスと、コーパスを処理するコンピュータを用いて、日本語の文章におけ
る同一語句のくり返しの定量的分析を行ない、その実態と機能を明らかにすることを目指したもの
である。 
具体的には、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に見られる大量の文章を分析対象として取り
上げ、それらにおける同一語句のくり返しの量を計量し、平均的な出現量や出現量の振れ幅、形態
ごとの出現の量的様相などを分析した。また、同コーパスに含まれる様々なレジスターや文章にお
ける構造・展開の様相を把握できる言語要素（接続表現など）を利用し、それらと同一語句のくり
返し量との連動関係を調査・分析した。 
その結果、くり返しの割合の多寡に対応する文章上の特徴として、論の帰結（結論やまとめ）・
対比の文脈でくり返しが集中的に用いられることが明らかになった。また、文章展開におけるくり
返しに関し、一つの話題については、話題の開始時・話題の前半部・話題の後半部・話題の終了時
において、新たな見出し語の増減とくり返しの増減に一定の傾向が見られることが判明した。さら
に、ひとつひとつの文章内での語の追加に伴う内容展開に注目し、名詞が一語追加される度に
Type-Token Ratio を計測することで、その変動の在り方と文章展開の対応関係を明らかにした。そ
の他、対他性の高い文脈においては同一語句のくり返しの割合が大きくなるといった、書き手の意
識の側面についても言及した。 
文章のジャンルとくり返しの関係については、くり返しが非常に多い文章として法律文書やその
手引書、非常に少ない文章として一人称を用いて書かれた文章が挙げられることが指摘されてい
る。また、書き言葉と話し言葉におけるくり返しの量的側面を比較することで、媒体の性質がどの
ようにくり返しの使用に作用するのかが詳細に分析されている。 
本論文は、統計的手法を駆使することによって、従来、あまり明らかにされてこなかった同一語
句のくり返しという言語的事象の全体像を定量的に明らかにし、日本語の文章構造、文脈展開にお
ける同一語句のくり返しの機能の解明に貢献している。その成果は、日本語文章論・計量国語学の
今後の発展に大きく寄与するものとして高く評価できる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
